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表1 財投各機関・銀行の経費率 (1995年度 )
(単位 :%)
資金運用部         0.0013都市銀行          0.87
郵便貯金          0.47地方銀行          1.43






























































便 貯 預 託 純 増 8,7 4,6 14.012.813.816.4
財投計画残高の増加額




























































債,政府保証借入金の4種の資金を, 日本開発銀行 (開銀),住宅金融公庫 (住宅公庫)などの政府



















































































































































































































































































鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科学 第40巻 第 2号 l19981
いく華引力の1役割が期待されているかのようである。
こうした大規模で急激な改革がなされる時に,いつも警戒しなければならないことは,国民にとつて必要かつ社会を健康に維持するためイ.こなくてはならない部分までも,破壊されてしま―うことで
ある。あたかも,ャブ医者が手術の際に,健全な細胞にまでメスを入れて身体を台無しにしてしま
うのに似ている。
本稿は,日本版ビッグバンカヽ 郵便貯金と財政投融資に代表され―る会的金融のメリットを壊しは
しまいか, という思いに駆られて書いたものである。
大切なtとは,本稿で分析した会的金融のメリットを生かしながら,その機能を社会と国民生活
の安定のために,いかに改善するかを改革の中心課題に置かなければならないということである.。
しかし,現在の改革の方向は,改善で―はなぐ解体であり,こうした1郵貯や財投の民営イと,縮小を基
本とする会的金融の解体が実施されていけば,国民生活に多大な犠牲を強いるものとなるであろう。
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